
- 1 - 

船舶事故調査報告書 

 

                             平成２５年３月２８日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

                         委   員  庄 司 邦 昭 

                         委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 乗揚 

発生日時 平成２４年２月２３日 ０６時３０分ごろ 

発生場所 長崎県対馬市三浦湾南東方沖 

 対馬市所在の折瀬鼻
お り せは な

灯台から真方位１４０°１６０ｍ付近 

 （概位 北緯３４°１７.９′ 東経１２９°２３.６′） 

事故調査の経過  平成２４年４月１０日、本事故の調査を担当する主管調査官（門司

事務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

漁船 第三祐福
ゆうふく

丸、１９トン 

 ＮＳ２－１６９１４（漁船登録番号）、個人所有 

 ２２.１０ｍ×４.２３ｍ×１.７３ｍ、ＦＲＰ 

 ディーゼル機関、６１０kＷ、昭和６３年７月８日 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ４６歳 

 一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

  免許登録 日 昭和６３年５月２６日 

  免許証交付日 平成２０年５月２０日 

         （平成２５年８月６日まで有効） 

 死傷者等 なし 

 損傷 球状船首に破損、船底外板に破孔及び擦過傷、シューピースに切損、

プロペラ翼及びプロペラ軸に曲損、舵頭材に折損 

 事故の経過  本船は、船長ほか２人が乗り組み、福岡県福岡市博多港で水揚げを

終え、船尾喫水約２ｍにより、船長が単独で操船を行い、長崎県対馬

市美津島町の三浦湾に向けて帰航していた。 

 船長は、長崎県壱岐島を通過した頃から眠気を感じ、コーヒーを飲

んだり、ガムをかんだりして眠気を払いながら、長崎県対馬南東方沖

を、椅子に腰を掛けて約９ノットの速力で自動操舵により北西進し

た。 

 船長は、三浦湾湾口の南東方４海里付近で操業中のイカ釣り漁船２

隻を認め、自動操舵で漁船を避けて再び針路を三浦湾湾口に向けたの

ち、居眠りに陥り、平成２４年２月２３日０６時３０分ごろ本船が折

瀬鼻南東方沖の浅所に乗り揚げた。 

 船長は、衝撃により目を覚まし、浅所に乗り揚げたことに気付き、
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停止していた主機を起動し、後進にかけて離礁を試みたものの、船底

で異音がして主機が再度停止したので、自力で離礁するのを諦め、携

帯電話で僚船の船長に救助を要請した。 

 本船は、到着した僚船により浅所から引き下ろされ、付近の造船所

までえい
．．

航された。 

 気象・海象 

 

気象：天気 曇り、風向 北北西、風力 ２、視程 約４km 

海象：潮汐 上げ潮の中央期、潮高 約０.７ｍ 

 その他の事項  船長は、本事故発生の約２１時間前、船上で約２時間の睡眠をとっ

てからは連続労働となっていたものの、過去に同様な経験が幾度もあ

り、その時はコーヒーを飲んだり、ガムをかんだりすることで居眠り

に陥ることはなかった。 

 船長は、通常であれば博多港で水揚げをしたのち、上陸して夜食を

とり、睡眠をとってから出港していたが、本事故発生前日は雨が降っ

ていたため、上陸をせずに出港した。 

 本船は、船長のほかに甲板員１人が資格を有し、本船を操船するこ

とができたものの、専ら船長が１人で操船を行っていた。 

 船長は、本船が乗り揚げた浅所の存在を知っていた。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

なし 

なし 

 本船は、対馬南東方沖を自動操舵で北西進中、単独で操船中の船長

が居眠りに陥ったことから、折瀬鼻南東方沖の浅所に向けて航行し、

同浅所に乗り揚げたものと考えられる。 

原因  本事故は、夜間、本船が、対馬南東方沖を自動操舵で北西進中、単

独で操船中の船長が居眠りに陥ったため、折瀬鼻南東方沖の浅所に向

けて航行し、同浅所に乗り揚げたことにより発生したものと考えられ

る。 

参考 船長は、本事故後、資格を持つ甲板員と交替で当直を行うこととし

た。 

今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・眠気を感じたときは、立って操船をしたり、体操をしたりして居

眠りの防止に努めること。 

 




